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引
き
続
い
て
全
国
各
地
か
ら
の
会
員
が
一

堂
に
会
す
る
新
年
会
が
、
大
阪
市
中
央
区
の

錦
城
閣
で
開
催
さ
れ
二
〇
五
人
が
参
加
し
親

交
を
深
め
た
。

平成25年度がスタート
　年度が替わり、最初の行事となる第1回理事会が1月14日成人の日に開催された。
尾崎理事長体制2年目となる平成25年度がスタートし、今年度進む方向を協議した。

こ
れ
か
ら
の
計
画
と
展
望

理
事
長
　
尾
崎
蒼
石

　

本
協
会
も
明
年
は
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
し
て
、
更
に
発
展
を
期
す
べ
く
各
種
方

策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
現
在
進

行
中
の
も
の
と
し
て
は
、
篆
社
時
代
か
ら
現
在

ま
で
の
「
印
人
伝
」
を
出
版
計
画
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
て
は
現
在
特
別
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
調
査
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
え

て
、
中
国
各
地
と
の
交
流
史
、
各
地
の
巡
回
展
、

各
地
印
社
の
歴
史
や
出
版
物
な
ど
の
調
査
も
進

行
中
で
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

　

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
計
画
を
示
し
て
お
き

ま
す
。

　

昨
夏
の
第
五
回
中
央
研
究
会
で
取
り
上
げ
た

「
篆
書
の
研
究
」
は
、
出
席
者
の
好
評
を
博
し
、

本
年
度
の
第
六
回
中
央
研
究
会
で
も
引
き
続
き

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
十
九
回
展
の
特
別

展
観
で
も
「
殷
周
秦
三
代
の
文
字
」
と
し
て
古

代
の
篆
書
資
料
を
展
観
い
た
し
ま
す
。
篆
刻
の

研
究
に
は
篆
書
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
、
折
り
に
つ
け
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
達
に
篆
刻
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
明
年
の
第
三
〇
回
展
よ
り
「
小
中

学
生
篆
刻
公
募
」
を
行
う
べ
く
、
現
在
計
画
中

で
す
。
要
項
等
が
決
ま
り
次
第
み
な
さ
ま
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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第1回理事会で今年度の進む方向を協議

全国からの参加者でうまる会場 恒例の福引、じゃんけんゲームで争奪戦

新年会で今年の抱負を述べる尾崎理事長
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総
会
に
先
立
っ
て
企
画
委
員
会
、
第
二
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
尾
崎
理
事
長
体
制
の
二
年
目

を
迎
え
、
今
後
の
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
の
総
会
は
、
尾
崎
理
事
長

が
議
長
を
務
め
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成

二
十
四
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
、
同
会
計

監
査
報
告
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
決
定
さ
れ
た
。
三
ペ
ー
ジ
別
表
の
と
お
り
役

員
が
承
認
さ
れ
た
。
例
年
の
事
業
に
加
え
て
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
当
協
会
、
全

日
本
篆
刻
連
盟
な
ど
主
な
篆
刻
団
体
が
合
同
し

て
「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展
」
を
盛
岡
市
で

開
催
す
る
計
画
が
尾
崎
理
事
長
か
ら
発
表
さ
れ

た
。ま
た
、本
年
は
、以
前
か
ら
交
流
し
て
い
る

中
国
の
西
泠
印
社
が
創
設
一
一
〇
周
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
関
連
行
事
に
参
加
す
る
形
で
の
海

外
交
流
を
行
う
計
画
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
な

ど
井
谷
副
理
事
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き

講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
山
下
方

亭
常
任
顧
問
、「
尊

彜
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

｜

明
刀
に
始
ま
っ
た

｜

」

と
題
し
て
、
戦
国
時
代

の
刀
子
セ
ッ
ト
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
展
開
が
現
物

の
展
観
、
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
午
後
四
時

か
ら
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
和
気
藹
々
と

し
た
雰
囲
気
で
、
全
国

各
地
か
ら
の
参
加
者

は
交
流
を
深
め
合
っ

て
い
た
。

全国からの会員が参集した総会の審議のようす

講演する山下方亭常任顧問

大勢の参加者でにぎわう懇親会 あいさつする尾崎理事長 お持ちいただいた尊彜閣コレクションの一部を鑑賞

二
十
五
年
度
総
会
開
催

平
成
二
十
五
年
度
総
会
が
二
月
十
日
、
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
役
員
、
会
員
計
二
〇
一
人
が
参
加
し
た
。

総会で事業計画案を発表する井谷副理事長 総会に先立つ第2 回理事会
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展

理
事
長
　
尾
崎
蒼
石

　
「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展
」
の
開
催
は
三

日
間
で
す
が
、
協
会
所
属
の
会
員
は
も
と
よ

り
、
沢
山
の
方
に
盛
岡
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

復
興
支
援
に
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
合
わ

せ
て
、
岩
手
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
太
田
夢
庵
の
古
銅
印
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一

部
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
現
在
交
渉
中
で
す
。

ま
た
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
六
月
二
日
（
日
）
午
後
五
時
か
ら
、

会
場
・
会
費
等
未
定
で
す
が
決
定
次
第
出
品

者
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

展
覧
会
鑑
賞
は
協
会
と
し
て
旅
行
企
画
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
印
社
単
位
ま
た
は

個
人
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

何
卒
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
要
項
（
抜
粋
）

【
目
的
】

日
本
を
代
表
す
る
篆
刻
家
の
作
品
や
、
近
現
代

の
名
家
の
書
画
な
ど
を
東
北
の
地
で
展
観
し
、

地
元
の
愛
好
家
に
親
し
く
鑑
賞
し
て
も
ら
う
機

会
を
設
定
す
る
。

地
元
の
篆
刻
家
と
連
携
し
て
、
篆
刻
の
普
及
発

展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
東
北
の
復
興
を
支
援
す
る
活
動
を
展

開
す
る
。

【
主
催
】

が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展
実
行
委
員
会

（
全
日
本
篆
刻
連
盟　

日
本
篆
刻
家
協
会　

岩
手
篆
刻
協
会
）

【
会
期
】

五
月
三
十
一
日
（
金
）
〜
六
月
二
日
（
日
）

一
〇
時
〜
十
七
時
（
最
終
日
は
十
六
時
ま
で
）

【
会
場
】

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル

マ
リ
オ
ス
四
階
展
示
ホ
ー
ル
（
盛
岡
駅
隣
接
）

盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
二-

九-

一

【
出
品
者
】

各
団
体
三
〇
〜
八
〇
名
を
選
抜
。
総
計
二
〇
〇

人
前
後
を
想
定
。

本
協
会
か
ら
は
第
二
十
九
回
日
本
篆
刻
展
に
出

品
の
理
事
以
上
の
軸
装
作
品
を
出
品
。

【
特
別
企
画
】

本
展
の
開
催
と
併
行
し
て
次
の
特
別
企
画
を
実

施
す
る
。

A
書
画
の
展
観

・
日
本
近
現
代
の
篆
刻
家
の
書
画
（
三
〇
点

前
後
）
を
陳
列
紹
介
す
る
。

・
作
品
は
出
品
者
の
収
蔵
品
を
選
定
す
る
。

B
成
語
印
の
展
示
即
売

・
趣
旨
に
賛
同
す
る
出
品
者
有
志
の
刻
印
（
成

語
印
、
肖
形
印
な
ど
遊
印
と
し
て
使
用
可
能

な
も
の
。
素
材
、
形
式
随
意
。
一
寸
角
以
内
）

を
陳
列
し
、
希
望
者
に
特
別
頒
布
し
て
収
益

は
義
損
金
と
し
て
復
興
支
援
に
充
て
る
。

C
太
田
夢
庵
旧
蔵
古
銅
印
鑑
賞

・
岩
手
県
立
博
物
館
所
蔵
の
夢
庵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
特
別
鑑
賞
す
る

六
月
二
日
（
日
）
十
三
時
三
〇
分
〜
十
五
時

※
詳
細
は
未
定

平
成
二
十
五
年
度
役
員
一
覧		

	
	

【
常
任
顧
問
】

　

山
下
方
亭	

【
理
事
長
】

　

尾
崎
蒼
石	

【
副
理
事
長
】

　

井
谷
五
雲　

大
村
高
陵　

平
田
蘭
石　

真
鍋
井
蛙

【
代
表
理
事
】

　

市
川
両
僊　

喜
多
芳
邑　

酒
居
石
荘　

小
朴
圃	
　

　

多
田
龍
淵　

中
島
春
緑　

渡
邉
和
琴

【
名
誉
理
事
】

　

久
米
義
山　

小
林
畦
水　

駒
形
蒼
岳　

田
中
緑
翠

　

保
田
昌
石	

【
常
務
理
事
】

　

伊
佐
治
祥
雲　

石
原
豊
玉　

出
田
塘
葭　

伊
藤
雅
夫

　

黒
田
玉
洲　

黄
平
齋　
　

榊
原
晴
夫　

佐
川
大
羊

　

武
井
岳
峰　

堤
白
遊　
　

中
村
葉
舟　

南
岳
杲

　

長
谷
川
帰
海　

古
溝
幽
畦　

松
本
雅
至　

御
手
洗
眉
山

【
参
事
】

　

師
子
堂
房
翠　

高
橋
北
照　

二
穴
碧
舟		

	

【
理
事
】

　

足
立
瑠
泉　

池
田
泥
異　

射
場
少
藍　

遠
藤
米
子
人

　

大
田
桂
翠　

小
上
玉
菡　

奥
田
晨
生　

梶
川
久
美
子

　

梶
田
稲
州　

加
納
孝
志　

北
室
南
苑　

木
村
容
庸

　

草
田
翠
苑　

熊
本
晴
文　

輿
水
泥
魚　

坂
本
舜
華

　

関
踏
青　
　

田
中
修
文　

出
来
芳
草　

永
井
龍
法

　

早
川
聴
芬　

東
尾
高
岳　

平
松
晃
一　

広
瀬
大
濤

　

松
本
翠
女　

松
本
艸
風　

武
藤
白
碩　

吉
江
翠
光

　

米
田
黄
苑		

	
	

	

【
参
与
】

　

荒
崎
浄
仙　

石
川
思
玄　

稲
葉
竹
葉　

今
西
九
邨

　

太
田
華
香　

大
槻
彦
裔　

加
藤
靜
雲　

川
越
汎
舟

　

川
西
卯
水　

楠
土
翆　
　

澤
田
善
石　

重
原
祥
雲

　

清
水
抱
石　

白
尾
芳
雲　

杉
本
素
月　

関
野
羊
越

　

多
田
学
友　

田
中
九
成　

丹
下
青
風　

豊
田
恵
山

　

西
田
茜
秋　

林
旦
山　
　

藤
田
孝
風　

松
岡
惣
雲

　

松
田
泰
軒　

水
上
健
治　

森
豊
苑　
　

森
川
恵
扇

　

山
崎
一
雄	

【
評
議
員
】

　

青
木
嘉
代
子　

浅
野
江
涯　

浅
野
春
泉　

浅
野
祥
雲

　

浅
野
和
泉　

浅
良
朱
華　

阿
部
祥
廬　

天
野
心
淵

　

池
田
蘆
翠　

井
後
雅
堂　

石
亀
明
峯　

石
原
雲
木

　

伊
藤
錦
汀　

伊
藤
梅
香　

稲
垣
華
扇　

今
村
董
圃

　

上
田
静
雲　

上
松
荘
夢　

宇
於
崎
碧
峯　

内
田
真
弓

　

梅
原
玉
翠　

大
橋
安
泰　

大
村
雪
陵　

岡
田
桂
舟

　

小
川
匪
石　

片
畑
仁
美　

加
藤
正
順　

川
崎
白
水

　

川
村
碧
仙　

岸
村
爽
風　

北
田
成
磊　

北
野
河
聲

　

橘
高
香
流　

木
本
研
塵　

串
田
一
逕　

國
方
得
仙

　

久
保
南
芳　

後
藤
黄
太
郎　

嵯
峨
洛
山　

酒
井
好
雨

　

坂
上
香
艸　

阪
口
香
雪　

渋
谷
春
好　

下
井
嶂
葉

　

正
和
杏
葉　

鈴
木
紀
山　

関
田
幹
雄　

鷹
取
千
豊

　

高
野
弘
深　

竹
内
立
女　

武
友
早
知
子　

多
田
稔
里

　

巽
聖
石　
　

田
中
皋
仙　

田
中
瑞
峰　

田
原
呉
山

　

千
蔵
天
空　

寺
田
和
仁　

寺
田
濤
雲　

寺
本
翠
葉

　

土
井
純
司　

桃
睦
苑　
　

得
永
春
水　

戸
出
九
廬

　

中
島
大
夢　

中
林
千
影　

仲
森
蓬
園　

名
倉
克
彦

　

滑
田
寒
鴉　

西
浦
壽
碩　

西
口
青
咲　

庭
田
露
舟

　

長
谷
川
拓
石　

畠
穆
風　
　

畑
間
青
露　

服
部
九
姚

　

花
村
秀
嶽　

原
田
恵
苑　

坂
正
歩　
　

坂
東
香
璋

　

廣
田
佳
苑　

藤
川
冨
美
恵　

藤
縄
尚
子　

藤
村
香
代
子

　

古
瀬
章
石　

古
野
燕
安　

干
田
耕
翠　

堀
口
秀
雄

　

本
郷
紫
香　

牧
野
象
山　

増
田
繁
治　

松
井
翆
香

　

松
田
静
石　

松
本
清
苑　

水
巻
游
光　

南
輝
代

　

南
敏
子　
　

村
田
祥
鳳　

桃
井
泰
道　

山
田
青
渓

　

山
根
容
園　

山
室
雅
美　

山
本
恵
子　

山
本
寿
法

　

山
谷
加
津
子　

横
井
青
蓮　

横
山
龍
児　

吉
田
雅
風

　

吉
田
宗
里　

渡
部
芳
月　

渡
辺
北
舟	



4

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 0 号　
　

4

繁治博石芳泉千鶴公一

踏青早知子道男智香之信

睦苑蘇碩　正明蘆山鈴輪

泰軒汀華敬次泰久幽篁

穆風見聲笙山彌太彦渓州

　

九
月
課
題

　「
盈
盈
秋
水
」

　

十
月
課
題

　「
木
鶏
」

役
　
員
（
尾
崎
蒼
石  

選
）

常
任
委
員
（
伊
藤
雅
夫  

選
）

委
　
員
（
黒
田
玉
洲
　  

選
）

会
　
員
（
黄
平
齋  

選
）

一
　
般
（
榊
原
晴
夫 

選
）

【
役
　
員
】

○
増
田
繁
治

○
関
踏
青

○
桃
睦
苑

○
松
田
泰
軒

○
畠
穆
風

　

高
野
弘
深

　

南
輝
代　

　

浅
良
朱
華

　

古
野
燕
安

　

関
野
羊
越

　

木
村
容
庸

　

川
西
卯
水

　

坂
正
歩

　

浅
野
祥
雲

　

竹
内
立
女

　

計
三
七
人

【
常
任
委
員
】

○
小
澤
博
石

○
武
友
早
知
子

○
丸
山
蘇
碩

○
岡
上
汀
華

○
立
石
見
聲

　

番
定
静
山

　

秋
山
名
華 　

北
村
斗
舟

　

奥
島
艸
丘

　

井
本
敏
子

　

水
野
和
香

　

濱
口
韶
曄

　

真
田
雅
好

　

西
谷
亀
石

　

湯
浅
翠
嶺

　

計
六
八
人

【
委
　
員
】

○
安
井
芳
泉

○
浅
野
道
男

○
八
木
正
明

○
中
島
敬
次

○
木
村
笙
山

　

管
白
峰

　

藤
本
忠
義 　

服
部
和
代

　

田
原
群
蛙

　

森
俊
吾

　

青
木
雄
山

　

松
野
碧
泉

　

安
田
和
代

　

小
谷
敏
之

　

川
久
保
明

　

計
八
三
人

【
会
　
員
】

○
井
川
千
鶴

○
大
井
智
香

○
長
澤
蘆
山

○
原
田
泰
久

○
神
原
彌
太
彦

　

小
山
和
雄

　

月
森
康
生 　

木
谷
浩
三

　

三
枝
龍
泉

　

伊
谷
昌
子

　

伊
藤
博
則

　

土
屋
功
勝

　

吉
岡
龍
生

　

中
尾
恵
笙

　

堂
守
唯
文

　

計
七
九
人

【
一
　
般
】

○
飯
田
公
一

○
武
田
之
信

○
牛
島
鈴
輪

○
遠
藤
幽
篁

○
石
場
渓
州

　

伊
神
千
博

　

三
井
顔
了 　

國
江
碧
翠

　

金
子
光
昭

　

日
比
畦
草

　

板
屋
智
子

　

三
枝
碧
山

　

亀
谷
正
恵

　

中
島
保
雄

　

大
崎
三
嘉

　

計
二
八
人

立女拓石平峰葭舟幽篁

旦山智舟久利江千鶴凌峰

踏青汀華笙鶴梅風智子

米子人韶曄墨石康生顔了

祥鳳澄子道男浩三三嘉

役
　
員
（
井
谷
五
雲  

選
）

常
任
委
員
（
佐
川
大
羊  

選
）

委
　
員
（
南
岳
杲

  

選
）

会
　
員
（
武
井
岳
峰  

選
）

一
　
般
（
堤
白
遊  

選
）

【
役
　
員
】

○
竹
内
立
女

○
林
旦
山

○
関
踏
青

○
遠
藤
米
子
人

○
村
田
祥
鳳

　

土
井
純
司

　

南
輝
代

　

浅
野
祥
雲

　

浅
良
朱
華

　

木
村
容
庸

　

畠
穆
風

　

原
田
恵
苑

　

松
田
泰
軒

　

荒
崎
浄
仙

　

阿
部
祥
廬

　

計
三
一
人

【
常
任
委
員
】

○
長
谷
川
拓
石

○
舘
智
舟

○
岡
上
汀
華

○
濱
口
韶
曄

○
藤
崎
澄
子

　

永
野
草
翠

　

大
槻
彦
裔 　

谷
啓
子

　

小
澤
博
石

　

宮
本
瑞
邦

　

井
本
敏
子

　

佐
藤
幸

　

池
田
翠
苑

　

真
田
雅
好

　

瀧
一
六
廬

　

計
七
二
人

【
委
　
員
】

○
松
永
平
峰

○
柴
久
利
江

○
廣
田
笙
鶴

○
長
谷
山
墨
石

○
浅
野
道
男

　

西
口
叢
映

　

川
久
保
明 　

矢
田
高
秋

　

松
野
碧
泉

　

山
内
真
波

　

藤
井
浩

　

永
田
乾
石

　

内
匠
俊
夫

　

安
田
和
代

　

安
井
芳
泉

　

計
八
三
人

【
会
　
員
】

○
平
中
葭
舟

○
井
川
千
鶴

○
長
沼
梅
風

○
月
森
康
生

○
木
谷
浩
三

　

堂
守
唯
文

　

鈴
木
龍
蹊 　

奥
島
極
浦

　

乙
守
容
子

　

清
水
信
昭

　

中
村
紀
久

　

橘
修
一

　

小
川
憲
石

　

青
山
正
人

　

福
谷
華
紅

　

計
八
〇
人

【
一
　
般
】

○
遠
藤
幽
篁

○
松
原
凌
峰

○
板
屋
智
子

○
三
井
顔
了

○
大
崎
三
嘉

　

國
江
碧
翠

　

三
枝
碧
山 　

大
野
勝
山

　

須
田
桃
苑

　

船
戸
一
生

　

寺
井
久
美
子

　

牛
島
鈴
輪

　

吉
田
豊

　

水
中
登

　

清
水
正
男

　

計
三
二
人
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5

杏葉彦裔芳泉極浦勝山

章石游魚乾石龍生一哉

踏青九成道男龍泉智子

弘深翠嶺雄山正男久美子

輝代敏子究石裕進碧山

　

十
一
月
課
題

　「
皆
大
歡
喜
」

　

十
二
月
課
題

　「
癸
巳
」

役
　
員
（
大
村
高
稜  

選
）

常
任
委
員
（
中
村
葉
舟  

選
）

委
　
員
（
長
谷
川
帰
海  

選
）

会
　
員
（
古
溝
幽
畦  

選
）

一
　
般
（
松
本
雅
至  

選
）

【
役
　
員
】

○
正
和
杏
葉

○
古
瀬
章
石

○
関
踏
青

○
高
野
弘
深

○
南
輝
代

　

山
崎
一
雄

　

竹
内
立
女 　

丸
田
拓
川

　

白
尾
芳
雲

　

木
村
容
庸

　

荒
崎
浄
仙

　

土
井
純
司

　

名
倉
克
彦

　

石
亀
明
峯

　

田
原
呉
山

　

計
三
六
人

【
常
任
委
員
】

○
大
槻
彦
裔

○
青
黄
游
魚

○
田
中
九
成

○
湯
浅
翠
嶺

○
井
本
敏
子

　

渡
邊
尚
石

　

濱
口
韶
曄 　

丸
山
沙
舟

　

奥
島
艸
丘

　

篠
浦
錦
風

　

舘
智
舟

　

小
谷
知
洲

　

水
上
健
治

　

畑
春
草

　

上
田
静
雲

　

計
七
二
人

【
委
　
員
】

○
安
井
芳
泉

○
永
田
乾
石

○
浅
野
道
男

○
青
木
雄
山

○
井
本
究
石

　

平
松
清
嗣

　

吉
崎
雲
堂 　

八
木
正
明

　

山
下
登
雲

　

木
村
笙
山

　

柴
久
利
江

　

堤
浮
生

　

金
井
榴
華

　

茶
本
仙
華

　

宮
越
素
翠

　

計
八
七
人

【
会
　
員
】

○
奥
島
極
浦

○
吉
岡
龍
生

○
三
枝
龍
泉

○
内
藤
正
男

○
高
橋
裕
進

　

関
由
紀
夫

　

大
谷
浩
三 　

渡
曾
俊
正

　

堂
守
唯
文

　

駒
見
華
山

　

伊
井
啓

　

鈴
木
宏
慥

　

相
良
は
る
子

　

和
田
扇
舟

　

中
尾
恵
笙

　

計
八
二
人

【
一
　
般
】

○
大
野
勝
山

○
小
澤
一
哉

○
板
屋
智
子

○
寺
井
久
美
子

○
三
枝
碧
山

　

三
井
顔
了

　

大
崎
三
嘉 　

遠
藤
幽
篁

　

金
子
光
昭

　

小
林
清
武

　

中
島
保
雄

　

服
部
和
彦

　

武
田
之
信

　

橋
本
陽
一

　

亀
谷
正
恵

　

計
二
八
人

立女翠嶺平峰公子幽篁

桂舟汀華宝樹行石碧翠

青露艸丘碧泉紀久陽一

克彦知洲芳泉育治弘子

踏青游魚道男蘆山登

役
　
員
（
平
田
蘭
石  

選
）

常
任
委
員
（
御
手
洗
眉
山  

選
）

委
　
員
（
保
田
昌
石  

選
）

会
　
員
（
伊
佐
治
祥
雲  

選
）

一
　
般
（
石
原
豊
玉  

選
）

【
役
　
員
】

○
竹
内
立
女

○
岡
田
桂
舟

○
畑
間
青
露

○
名
倉
克
彦

○
関
踏
青

　

重
原
祥
雲

　

坂
正
歩

　

今
西
九
邨

　

村
田
祥
鳳

　

水
巻
游
光

　

丸
田
拓
川

　

木
村
容
庸

　

上
松
荘
夢

　

阿
部
祥
廬

　

松
田
泰
軒

　

計
三
六
人

【
常
任
委
員
】

○
湯
浅
翠
嶺

○
岡
上
汀
華

○
奥
島
艸
丘

○
小
谷
知
洲

○
青
黄
游
魚

　

武
友
早
知
子

　

濱
口
韶
曄 　

福
本
青
桐

　

大
槻
彦
裔

　

宇
於
崎
碧
峯

　

渡
邊
尚
石

　

鈴
木
恵
草

　

立
石
見
聲

　

井
本
敏
子

　

千
田
耕
翠

　

計
六
八
人

【
委
　
員
】

○
松
永
平
峰

○
池
谷
宝
樹

○
松
野
碧
泉

○
安
井
芳
泉

○
浅
野
道
男

　

山
村
千
秋

　

笹
倉
柳
石 　

永
田
乾
石

　

宮
越
素
翠

　

藤
本
蘇
西

　

梅
林
香
堂

　

井
本
究
石

　

藤
本
忠
義

　

谷
川
松
雲

　

三
原
大

　

計
八
〇
人

【
会
　
員
】

○
香
川
公
子

○
木
村
行
石

○
中
村
紀
久

○
磯
村
育
治

○
長
澤
蘆
山

　

倉
永
柳
葉

　

鈴
木
桂
峰 　

三
枝
龍
泉

　

渡
曾
俊
正

　

藤
田
紅
霞

　

森
本
翠
汀

　

松
村
信
夫

　

横
関
良
清

　

土
屋
功
勝

　

大
東
尭
夷

　

計
八
〇
人

【
一
　
般
】

○
遠
藤
幽
篁

○
國
江
碧
翠

○
橋
本
陽
一

○
北
岡
弘
子

○
水
中
登

　

大
野
勝
山

　

亀
谷
正
恵 　

松
浦
雅
宣

　

小
林
清
武

　

小
澤
一
哉

　

金
子
光
昭

　

寺
井
久
美
子

　

中
島
保
雄

　

伊
神
千
博

　

大
崎
三
嘉

　

計
二
二
人
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呉山芳泉静二功勝顔了

踏青博石忠義博則勝竹

静雲韶曄剛志信夫幹男

祥鳳誠峯登雲智香鈴輪

敏子平峰碧水極浦勝山

　

一
月
課
題

　「
獻
淑
祥
」

　

二
月
課
題

　「
一
樹
百
穫 

」

役
　
員
（
真
鍋
井
蛙  

選
）

常
任
委
員
（
出
田
塘
葭  

選
）

委
　
員
（
伊
藤
雅
夫  

選
）

会
　
員
（
黒
田
玉
洲  

選
）

一
　
般
（
黄
平
齋 

選
）

【
役
　
員
】

○
田
原
呉
山

○
関
踏
青

○
上
田
静
雲

○
村
田
祥
鳳

○
南
敏
子

　

今
西
九
邨

　

田
中
九
成 　

古
野
燕
安

　

名
倉
克
彦

　

高
野
弘
深

　

古
瀬
章
石

　

長
谷
川
拓
石

　

堤
白
遊

　

山
本
寿
法

　

浅
野
祥
雲

　

計
四
八
人

【
常
任
委
員
】

○
安
井
芳
泉

○
小
澤
博
石

○
濱
口
韶
曄

○
垣
内
誠
峯

○
松
永
平
峰

　

立
石
見
聲

　

内
木
場
八
夫 　

湯
浅
翠
嶺

　

宮
井
紅
舟

　

永
野
草
翠

　

三
原
大

　

花
房
浩
佳

　

宮
越
素
翠

　

瀧
一
六
廬

　

吉
田
鏡
水

　

計
七
四
人

【
委
　
員
】

○
森
静
二

○
藤
本
忠
義

○
福
本
剛
志

○
山
下
登
雲

○
田
辺
碧
水

　

高
橋
忠
義

　

松
川
白
遊 　

矢
田
高
秋

　

吉
崎
雲
堂

　

森
俊
吾

　

川
久
保
明

　

西
谷
桜
泉

　

中
山
翔
石

　

荒
川
紅
絲

　

伊
井
啓

　

計
八
〇
人

【
会
　
員
】

○
土
屋
功
勝

○
伊
藤
博
則

○
松
村
信
夫

○
大
井
智
香

○
奥
島
極
浦

　

渋
谷
春
壽

　

松
本
矢
岳 　

井
上
秋
鹿

　

堂
守
唯
文

　

長
沼
梅
風

　

大
島
光
洋

　

青
山
正
人

　

大
原
誠

　

小
林
邦
夫

　

富
岡
教
行

　

計
七
八
人

【
一
　
般
】

○
三
井
顔
了

○
広
森
勝
竹

○
石
田
幹
男

○
牛
島
鈴
輪

○
大
野
勝
山

　

安
岡
丁
盦

　

服
部
和
彦 　

中
島
保
雄

　

誤
晶
石

　

木
村
忠
男

　

國
江
碧
翠

　

石
場
渓
州

　

清
水
正
男

　

計
一
八
人

踏青弘碩明可雅子勝山

拓石艸丘叢映一竿智子

祥鳳進忠義悦治碧翠

早知子碧泉究石教行靖武

芳月博石紅絲清光渓州

役
　
員
（
市
川
両
僊  

選
）

常
任
委
員
（
榊
原
晴
夫  

選
）

委
　
員
（
佐
川
大
羊  

選
）

会
　
員
（
南
岳
杲

 

選
）

一
　
般
（
武
井
岳
峰  

選
）

【
役
　
員
】

○
関
踏
青

○
長
谷
川
拓
石

○
村
田
祥
鳳

○
武
友
早
知
子

○
渡
部
芳
月

　

竹
内
立
女

　

古
野
燕
安 　

増
田
繁
治

　

坂
正
歩

　

上
松
荘
夢

　

木
村
容
庸

　

原
田
恵
苑

　

大
槻
彦
裔

　

上
田
静
雲

　

土
井
純
司

　

計
四
一
人

【
常
任
委
員
】

○
松
本
弘
碩

○
奥
島
艸
丘

○
西
山
進

○
松
野
碧
泉

○
小
澤
博
石

　

瀧
一
六
廬

　

鈴
木
恵
草 　

宮
本
瑞
邦

　

永
野
草
翠

　

浅
野
道
男

　

岡
上
汀
華

　

稲
垣
竹
扇

　

立
石
見
聲

　

平
井
涛
峰

　

笹
倉
瑞
峰

　

計
八
一
人

【
委
　
員
】

○
案
浦
明
可

○
西
口
叢
映

○
高
橋
忠
義

○
井
本
究
石

○
荒
川
紅
絲

　

大
城
容
史
子

　

森
静
二

　

岡
田
泰
道

　

伊
谷
昌
子

　

川
久
保
明

　

西
谷
桜
泉

　

長
谷
山
墨
石

　

伊
井
啓

　

内
匠
俊
夫

　

中
野
桃
華

　

計
七
六
人

【
会
　
員
】

○
守
護
雅
子

○
波
待
一
竿

○
兼
子
悦
治

○
富
岡
教
行

○
森
清
光

　

奥
島
極
浦

　

小
澤
一
哉 　

高
木
啓
志

　

神
戸
貴
子

　

堂
守
唯
文

　

渋
谷
春
壽

　

鈴
木
桂
峰

　

大
東
尭
夷

　

馬
場
弘
泰

　

内
藤
正
男

　

計
八
〇
人

【
一
　
般
】

○
大
野
勝
山

○
板
屋
智
子

○
國
江
碧
翠

○
古
林
靖
武

○
石
場
渓
州

　

誤
晶
石

　

川
尻
政
夫 　

石
田
幹
男

　

牛
島
鈴
輪

　

丸
田
拓
川

　

木
村
忠
男

　

中
島
保
雄

　

広
森
勝
竹

　

三
井
顔
了

　

服
部
和
彦

　

計
二
二
人
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（
前
号
か
ら
つ
づ
き
）

　

次
に
姓
名
字
号
に
「
刻
」
な
ど
を

付
し
た
例
を
挙
げ
て
み
る
。
⑭
は

「
刻
」
㋠
「
井
蛙
刻
」
な
ど
と
よ
く

使
用
す
る
例
で
あ
る
。
⑮
は
作
。
⑯

は
「
阿
倉
所
作
」「
阿
倉
は
呉
昌
碩

の
字
で
あ
る
が
梅
先
生
は
よ
く
阿
梅

と
称
さ
れ
た
。
青
山
杉
雨
先
生
（
本

名
文
雄
）
に
も
「
阿
文
」
の
印
が
数

顆
あ
り
阿
倉
に
は
親
し
み
の
気
持
ち

を
あ
ら
わ
し
て
、
人
を
呼
ぶ
言
葉
に

つ
く
接
頭
辞
。
魏
・
晋
以
降
多
く
使

用
さ
れ
た
。
も
と
江
南
地
方
の
方
言

で
「
阿
兄
」（
兄
さ
ん
）
阿
母
（
か

あ
さ
ん
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

さ
し
ず
め
私
な
ら
「
阿
昌
」
ま
さ
お

ち
ゃ
ん
ぐ
ら
い
の
意
で
あ
る
。
呉
昌

碩
が
晩
年
次
の
ご
と
き
側
款
を
残
し

て
い
る
の
で
こ
こ
に
揚
げ
て
お
く
。

私
な
れ
ば
「
阿
蛙
」「
阿
昌
な
ん
と

ゴ
ロ
の
悪
い
こ
と
よ
」

　

所
作
は
作
る
た
め
の
も
の
。「
阿

蛙
作
」 

○リ
「
阿
昌
所
作
」
と
款
す
れ

ば
よ
い
。
⑰
の
「
倉
石
重
作
」
は
重

ね
て
作
る
の
意
。
こ
の
印
は
右
上
に

　
側
款
の
書
き
方（
三
）　
　
真
鍋
井
蛙

※［
小
名
郷
阿
姐
］

老
缶
小
名
郷
阿
姐
。幼
時
族
中
父
老
。甞
呼
之
以
嬉
。今

不
可
復
聞
矣
。追
憶
刻
此
。乙
卯
冬
。年
七
十
有
二
。

〈
意
味
〉

私
の
小
名
は
郷
阿
姐
と
い
い
、幼
い
時
、族
中
の
先
輩

か
ら
こ
う
呼
ば
れ
、可
愛
が
ら
れ
た
。今
に
な
っ
て
は

も
う
こ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、昔
を
思
い
出

し
な
が
ら
こ
の
印
を
刻
し
た
。乙
卯
冬
年
七
十
有
二
。

⑭　

轉
識　

吳
昌
碩　

※

⑮　

竹
洞
農　

吳
昌
碩　

㋠　

○リ　

⑯　

吳
昌
石　

吳
昌
碩　

⑰　

萬
釗　

吳
昌
碩　
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「
曼
寿
」
が
あ
り
、
元
別
人
の
所
刻
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
印
面
が
磨
去
さ
れ

て
款
の
み
残
っ
て
い
た
も
の
に
呉
昌

碩
が
再
び
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
先
人
に
敬
意
を
表
し
、
そ
の

款
よ
り
下
方
に
自
分
の
名
を
款
す
る

方
が
礼
儀
で
あ
ろ
う
。（
先
人
の
款

の
位
置
に
も
よ
る
が
）   

ヌ

  ○
「
休
厂
重

作
」。

　

⑱
は
製
。
製
ま
た
は
制
と
す
る
場

合
も
あ
る
。ル ○
「
休
厂
製
己
丑
」
私
の

友
人
の
刀
匠 

河
内
国
平
氏
な
ど
は
、

「
私
は
心
で
刀
を
打
つ
ん
だ
」
と
言
っ

て
「

」
こ
の
よ
う
な
字
を
使
っ
て

い
る
。
我
々
篆
刻
家
も
こ
の
位
の
気

合
い
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

⑲
は
手
製
。
手
ず
か
ら
製
す
。
○ヲ

「
休
厂
手
製
」
手
刻
と
い
う
例
も
あ

る
。
⑳
は「
篆
刻
」
こ
れ
は
篆
し
て
こ

れ
を
刻
し
た
も
の
の
意
。
以
前
私
は
、

在
日
西
泠
印
社
社
員
の
陳
茗
屋
氏
と

合
作
を
数
顆
製
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
側
款
に
は
お
互
い
に
次

の
よ
う
に
刻
し
て
お
い
た
。
陳
氏
が

布
字
し
、
私
が
刻
し
た
場
合
。「
茗
屋

篆
井
蛙
刻
」
ま
た
そ
の
逆
で
私
が
布

字
し
陳
氏
が
刻
し
た
場
合
は
「
井
蛙

篆
茗
屋
刻
」
こ
れ
は
「
井
蛙
書
茗
屋

刻
」
と
す
る
例
も
あ
る
。

㉑
は
「
缶
道
人
篆
」
刻
を
省
略
し
た

い
い
方
。 

○ワ
「
蛙
道
人
篆
」

　

㉒
㉓
は
鑿
、
刊
。
共
に
ほ
る
、
き
ざ

む
の
意
。
○ヨ
「
休
厂
刊
己
丑
十
月
」

ま
た
鐫
、
彫
、
刀
な
ど
を
使
用
す
る

⑳　

葵
右
年　

黃
牧
甫

○ヌ

○ル

○ヲ○ワ

㉑　

徐
子
靜
叚
觀　

吳
昌
碩　

㉒　

蒼
石　

吳
昌
碩　

⑱　范　錢叔蓋

⑲　樊　吳昌碩
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人
も
多
い
。
㉔
の
治
石
は
、
ま
た
治

印
と
も
い
い
、刻
印
の
意
味
。
○カ
「
休

厂
治
印
」で
略
し
て
㉕
の
よ
う
に「
缶

道
人
治
」
と
も
刻
す
。
こ
れ
は
文
字

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
の
か
？
私
な

れ
ば「
蛙
道
人
治
」と
な
ろ
う
。
こ
の

他
に
「
製
印
」「
作
印
」「
奏
刀
」
な

ど
の
例
も
あ
る
。
め
ず
ら
し
い
と
こ

ろ
で
は
、「
走
」「
走
刀
」
と
い
う
言

い
方
を
す
る
と
在
日
の
馬
景
泉
氏
が

言
っ
て
い
た
が
私
は
古
人
の
そ
の
例

を
見
た
こ
と
が
な
い
。
○タ
「
己
丑
十

月
休
厂
走
」

　

さ
て
自
刻
自
用
の
場
合
は
ど
う
で

あ
ろ
う
。
よ
く
無
款
の
印
が
あ
る
が

自
刻
自
用
の
場
合
は
無
款
に
す
る
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。
自
刻

自
用
の
姓
名
字
号
印
の
類
い
は
印
面

に
す
で
に
誰
で
あ
る
か
を
明
記
し
て

あ
り
そ
の
重
複
を
避
け
て
㉖
の
よ
う

に
自
刻
と
の
み
刻
す
る
の
が
よ
い
。

あ
る
い
は
、
年
代
を
決
定
す
る
た
め

に
も
「
○
○
年
刻
」
だ
け
で
も
よ
い
。

あ
え
て
自
分
の
号
を
入
れ
た
け
れ
ば

印
面
に
用
い
た
も
の
と
異
な
る
号
を

刻
す
る
方
が
よ
い
。「
井
蛙
」
と
い

う
印
の
側
款
に
「
休
厂
自
刻
」
と
す

れ
ば
雅
味
が
あ
ろ
う
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

○カ
○ヨ

○タ

㉔　

樊
穀　

吳
昌
碩　

㉕　

吉
石　

吳
昌
碩　

㉖　

煕
載
平
生
珍
賞　

吳
譲
之　

㉓
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第
十
五
回 

齊
平
展

　

十
月
五
日
～
七
日

大
阪
く
ら
し
の
今
昔

館
で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
本
会
早

期
会
員
の
松
永
白
洲

先
生
の
生
誕
百
年
を

記
念
し
て
併
催
展
示

し
た
。
巨
大
か
つ
豪

快
な
作
品
群
に
、
懐

か
し
く
当
時
を
偲
ん
だ
。

　

ま
た
連
日
、
白
洲
記
念
館
々
主
松
永
永
明
氏
長
女

で
本
会
々
員
の
古
野
燕
安
氏
・
眞
鍋
井
蛙
代
表
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
し
た
。

　

テ
ー
マ
展
示
は
、
今
回
も
全
員
同
一
の
葉
書
額
で

寿
字
を
含
む
語
句
印
を
各
自
が
自
由
に
発
表
し
た
。

　

第
十
六
回
展
も
同
会
場
で
十
月
四
日
～
六
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
下
さ
い
。（
東
尾
高
岳
）

第
二
十
七
回 

畦
石
舎
作
品
展

　

十
月
六
～
七
の

両
日
、
京
都
岡
崎

の
日
図
デ
ザ
イ
ン

博
物
館
に
お
い
て
、

第
二
十
七
回
畦
石

舎
作
品
展
を
行
っ

た
。
関
西
は
も
と

よ
り
遠
く
関
東
か

ら
も
態
々
沢
山
の

第
十
二
回 

関
中
印
社
篆
刻
・
篆
書
展

　

関
市
の
中
心
街
に

位
置
す
る
関
市
文
化

会
館
を
会
場
と
し
て

二
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
の

四
日
間
開
催
し
た
。

　

初
日
に
は
開
場

式
が
あ
り
関
市
長
・

県
議
会
議
員
・
市

議
会
議
員
・
教
育

委
員
長
・
文
化
協
会
役
員
な
ど
多
く
の
関
係
者
と
と

も
に
平
田
蘭
石
主
宰
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
お
祝

い
を
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
関
中
印
社
が
隔
年
に
開
催
す
る
作

品
展
で
あ
り
、
関
市
、
岐
阜
市
、
羽
島
市
、
名
古
屋
市
、

東
京
都
な
ど
全
国
十
カ
所
の
平
田
蘭
石
先
生
の
教
室

に
所
属
す
る
会
員
の
う
ち
六
十
三
人
の
篆
刻
と
篆
書

の
作
品
計
八
十
七
点
が
展
示
さ
れ
た
。

 

展
示
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
字
の
形
と
い
う
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
印
や
台
紙
の
余
白
の
美
に
こ
だ

わ
っ
た
作
品
ば
か
り
で
熱
心
に
見
入
っ
て
鑑
賞
さ
れ

て
い
る
姿
を
多
く
見
受
け
た
。
文
字
は
線
の
芸
術
で

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
線
を
楽
し
ん
で
と
先
生
が
熱
心
に

説
明
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
『
糸
印
（
十
五

世
紀
に
中
国
明
か
ら
の
生
糸
取
引
に
使
わ
れ
た
印
）』

を
模
刻
し
た
作
品
も
四
十
八
点
出
品
さ
れ
、
文
字
や

図
案
の
妙
を
味
わ
う
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

会
期
中
に
は
祝
賀
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
の

先
生
方
か
ら
は
、
激
励
の
言
葉
と
講
評
を
い
た
だ
き
、

次
回
の
作
品
制
作
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

地
元
は
も
と
よ
り
、
関
西
、
北
陸
方
面
か
ら
も
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
四
日
間
で
約
六
五
〇
人
の
来

で
、
何
と
か
展
覧
会
の
体
を
整
え
た
か
と
ホ
ッ
と
し
て

い
る
。
刻
印
は
も
と
よ
り
、
側
款
拓
や
書
画
の
書
き
込

み
等
を
貼
り
合
わ
す
こ
と
な
く
一
枚
の
紙
で
仕
上
げ
る

こ
と
を
課
し
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
そ
の

効
果
も
出
つ
つ
あ
る
の
を
喜
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
御
意
見
を
胸
に
、

更
に
高
く
深
く
広
く
追
求
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。（
小
朴
圃
）

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
見
る
篆
刻
の
展
開

不
華
篆
会
習
作
展

ⅹⅹ

「
和
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
生
活
の
中
の
書
・
篆
刻

　

不
華
篆
会
習
作
展

ｘｘ
を
平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
日
か
ら
四

日
ま
で
の
三
日
間
、

伊
丹
市
立
工
芸
セ
ン

タ
ー
Ｂ
展
示
室
で
開

催
し
た
。

　

今
回
は
二
十
回
展

と
い
う
記
念
す
べ
き

展
覧
会
で
、「
和
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、生
活
の
中
の
書
・

篆
刻
と
し
て
、会
員
二
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
篆
刻
作
品
と
工
芸
的
な
手
法
を
用
い
た
作
品

を
出
品
、
さ
ら
に
記
念
と
し
て
各
人
が
手
作
り
し
た

「
舎
利
禮
文
」
印
譜
を
特
別
展
観
し
た
。

　

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
篆
刻
作
品
の
ほ
か
、
陶
芸
、
木

工
、
彫
金
、
紐
細
工
、
グ
ラ
ス
デ
コ
、
鉄
筋
加
工
、
紙

細
工
等
の
工
芸
的
作
品
だ
け
で
な
く
、
印
材
・
印
袴
・

和
綴
じ
本
も
出
品
さ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
展
示
に

な
っ
た
。
毎
年
こ
の
工
芸
的
作
品
に
は
苦
労
す
る
が
、

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」と
の
お
言
葉
も
い
た
だ
き
、た
い
へ
ん
励
み
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
巡
回
展
と
し
て
同
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま

各
印
社
活
動

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
た
側
款
に
注
意
し

た
。
観
覧
者
も
こ
の

側
款
に
興
味
を
も
た

れ
た
方
が
多
く
、
ど

の
よ
う
に
し
て
採
る

物
な
の
か
と
か
、
鑑

賞
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
質
問
し
て
い
た
。

　

机
上
展
示
は
「
日

本
各
地
八
景
分
刻
」
で
金
沢
八
景
な
ど
を
一
寸
程
度
に

分
刻
し
た
。「
金
沢
八
景
っ
て
金
沢
じ
ゃ
な
く
っ
て
神

奈
川
な
ん
だ
ね
。」な
ど
八
景
に
つ
い
て
勉
強
に
も
な
っ

た
。
展
示
さ
れ
た
石
の
中
に
は
篆
刻
用
の
石
以
外
に
自

然
の
石
に
彫
り
込
ん
だ
力
作
も
あ
り
、
印
箋
に
押
さ
れ

た
印
影
と
共
に
並
べ
て
展
示
し
た
。
側
款
が
彫
ら
れ
、

拓
を
採
っ
た
展
示
に
格
調
高
い
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

　

総
来
場
数
は
四
二
五
人
で
、
今
回
も｢

作
家
さ
ん

に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。｣

と
い
う
方
も
あ

り
、
担
当
の
日
が
違
う
と
聞
く
と
と
て
も
残
念
そ
う

に
し
て
い
る
方
も
い
た
。

　

最
終
日
搬
出
後
の
反
省
会
＆
親
睦
会
で
は
、
次
回

展
に
向
け
て
、
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
前
向
き
な

意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
、
と
て
も
頼
も
し
い
感
じ
が

し
た
。（
竹
村
美
智
子
）

第
六
回 

寧
和
展 

書
・
篆
刻
展

　

一
月
二
十
五
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
奈

良
文
化
会
館
に
て
寧

和
展
書
・
篆
刻
展
を

開
催
し
た
。

　

今
回
は
「
甲
骨
～

近
現
代
の
篆
書
」「
初

歩
の
篆
刻
」
と
称
し
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第
四
四
回 

日
展

入
選

　

山
下
方
亭　

井
谷
五
雲　

真
鍋
井
蛙

　

喜
多
芳
邑　

古
溝
幽
畦　

南
岳
杲

　

中
村
葉
舟　

永
井
龍
法　

関
踏
青

　

竹
内
立
女　

堤
白
遊

前
号
で
の
発
表
に
漏
れ
と
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
追
記
訂
正
し
ま
す
。

第
二
九
回 

読
売
書
法
展

特
選

　

葭
岡
慶
石

秀
逸

　

射
場
少
藍　

大
庭
景
雲　

阪
口
香
雪

　

丹
下
青
風　

中
島
大
夢　

稲
垣
華
扇

　

瀧
上
紀
翠　

今
村
董
圃　

加
藤
正
順

　

廣
田
笙
鶴

第
五
八
回 
全
関
西
美
術
展

第
二
席

　

藤
澤
涼
子

　
展
覧
会
成
績

　
「
古
河
市
新
春
の
集

い
」
で
日
本
篆
刻
家

協
会
に
古
河
市
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

こ
れ
は
本
協
会
の
古

河
市
篆
刻
美
術
館
で

の
役
員
展
の
開
催
、

作
品
寄
贈
な
ど
に
対

し
て
の
も
の
。
理
事

長
の
代
理
と
し
て
酒

居
石
荘
代
表
理
事
が

出
席
し
受
領
し
た
。

茨
城
県

古
河
市
か
ら

感
謝
状

青
鐙
忘
詠（
六
）

小
朴
圃

　
刻
線
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
は
常
に
我
々
の
頭

を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
対
照
的
な
二
家
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　
荃
廬
刻
「
文
字
禅
」、
撃
辺
に
よ
る
虚
線
の
表
現
が
実
に

自
然
で
、虚
と
実
で
幅
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
消
え
た
線
も
元
は
全
て
刻
し
て
あ
り
、

そ
れ
を
細
心
の
注
意
と
感
性
と
で
撃
辺
を
加
え
て
い
く
。

全
体
に
荃
廬
刻
の
印
面
を
見
る
と
、
虚
線
も
わ
ず
か
に
凹

ま
せ
て
あ
る
だ
け
な
の
が
常
で
、
そ
こ
に
あ
る
多
く
の
刀

痕
の
数
に
荃
廬
の
緻
密
さ
を
思
う
こ
と
屢
で
あ
る
。

　
一
方
、
正
平
刻
「
詩
情
画
意
」
こ
れ
は
実
際
に
掌
に

し
た
の
だ
が
、
画
字
の
最
下
横
画
の
実
線
を
ざ
っ
く
り

と
殺
ぎ
落
と
し
た
鬼
気
迫
る
ば
か
り
の
刀
痕
の
衝
撃
は

未
だ
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　
方
法
は
違
え
ど
、
こ
れ
ら
の
虚
実
の
表
現
を
入
手
し

て
作
品
の
幅
を
拡
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
虚
と
実
」

方
々
に
御
来
駕
御
高
覧
い
た
だ
き
、
紙
面
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
展
は
一
部
企
画
物
を
除
い
て
他
は
全
て
各
個
人

の
制
作
に
任
せ
て
い
る
の
で
、
陳
列
す
る
ま
で
は
果
た

し
て
ど
ん
な
作
品
が
集
ま
る
の
か
、
数
や
質
は
観
て
い

た
だ
く
に
値
す
る
か
ど
う
か
、
い
つ
も
不
安
の
中
で
の

作
業
に
な
る
の
だ
が
、
会
員
の
意
欲
が
大
作
に
な
っ
た

り
、
又
小
作
な
が
ら
見
応
え
の
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
り

で
、
丹
波
市
の
兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て
同
内
容
で
開
催
し
た
。（
内
田
真
弓
）

第
二
十
一
回 

遠
邇
篆
会
篆
刻
展

　

十
一
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
ク
リ
エ
ー
ト
浜

松
展
示
室
で
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
あ
っ
た

が
、
全
員
が
今
ま
で
研
究
会
や
特
別
講
習
等
で
勉
強

て
特
別
展
示
と
実
演
を
試
み
た
。
ま
だ
ま
だ
力
不
足

で
は
あ
る
が
会
員
作
品
四
十
七
点
の
発
表
と
な
り
、

偶
然
、
奈
良
教
育
大
展
会
場
・
日
程
と
も
重
な
り
先

輩
諸
氏
、
学
生
諸
君
の
来
場
と
な
り
賑
わ
っ
た
。

　

協
会
の
皆
様
に
も
多
く
ご
来
場
し
て
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
喜
多
芳
邑
）

河
井
荃
廬
刻
「
文
字
禅
」

山
田
正
平
刻「
詩
情
画
意
」

茨城県古河市公式ホームページより　http://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/06renewal/kouhou/13_03_01/kouhou/12.pdf

場
が
あ
り
、多
く
の
人
に
鑑
賞
い
た
だ
き
会
員
に
と
っ

て
大
い
に
心
の
励
み
と
な
っ
た
。（
後
藤
黄
太
郎
）



12

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 0 号

常
務
理
事
会

十
二
月
一
日（
土
）　

梅
田「
八
幸
」

平
成
二
五
年
度

第
一
回 

理
事
会

新
年
会

一
月
十
四
日（
月
）　

大
阪
錦
城
閣

第
二
回 

理
事
会

平
成
二
五
年
度 

総
会

講
演
会

「
尊
彜
閣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

｜

明
刀
に
始
ま
っ
た

｜

」（
山
下
方
亭
常
任
顧
問
）

懇
親
会

二
月
十
日（
日
）　

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

第
二
九
回
展 

審
査
会

三
月
二
十
三
日（
土
）～
二
十
四
日（
日
）

大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
マ
ー
ト
ビ
ル

第
二
九
回 

日
本
篆
刻
展

五
月
十
四
日（
火
）～
十
九
日（
日
）　

大
阪
市
立
美
術
館

第
二
九
回 

日
本
篆
刻
展
授
賞
式

五
月
十
九
日（
日
）　

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展
」

五
月
三
十
一
日（
金
）～
六
月
二
日（
日
）

盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル　

マ
リ
オ
ス

第
五
回 

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展
開
幕
式
・
実
技
講
習
会

六
月
二
十
九
日（
土
）　

古
河
市
立
篆
刻
美
術
館

第
五
回 

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展

六
月
二
十
九
日（
土
）～
八
月
二
十
二
日（
木
）　

古
河
市
立
篆
刻
美
術
館

第
六
回 

中
央
研
究
会

「
中
国
の
古
印
材
・
鑑
賞
と
解
説
」

実
技
：
テ
ー
マ「
篆
書
を
書
く
」

八
月
二
十
四
日（
土
）～
二
十
六
日（
月
）

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸

海
外
交
流

西
泠
印
社
創
設
一
一
〇
周
年
記
念
行
事
参
加

常
務
理
事
会

十
一
月
三
十
日（
土
）

予

定

編
集
後
記

▽
あ
る
古
い
冊
子
を
見
開
ら
い
て
い
る
と
仙
厓

禅
師
の
作
品
、柳
が
風
に
煽
ら
れ
て
い
る
畫
、

そ
れ
に
そ
っ
と「
気
に
入
ら
ぬ
風
も
あ
ろ
う
に

柳
か
な
」と
添
え
て
あ
る
、
そ
の
右
に
迫
力
あ

る「
堪
忍
」の
二
文
字
。見
て
い
る
と
ふ
っ
と
体

罰
、い
じ
め
、自
殺
…
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
。

す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
こ
の
二
文
字
が
不
足
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

家
庭
も
し
か
り
世
の
中
我
慢
し
て
ナ
ン
ボ
…
？

そ
れ
を
規
則
々
々
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
責

任
逃
れ
…
ど
う
も
腑
に
落
ち
な
い
。

協
会
諸
氏
も
堪
忍
し
て
師
の
教
え
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、噛
み
締
め
、そ
の
上
で
自
由
な
発

想
で
よ
り
良
い
作
品
づ
く
り
に
励
み
た
い
。

▽
東
日
本
大
震
災
三
・一
一
死
者
行
方
不
明
者

一
八
五
五
〇
人
、こ
の
三
月
で
ま
る
二
年
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
三
回
忌
改
め
て
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
全
国
の
篆
刻
団
体
一
丸
と
な
っ
て
の「
が

ん
ば
ろ
う
東
北
篆
刻
展
」が
少
し
で
も
復
興
支

援
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
念
じ
ま
す
。（
容
庸
）

編
集
：
会
報
部

酒
居
石
荘　

榊
原
晴
夫

木
村
容
庸　

内
田
真
弓

お
気
づ
き
の
こ
と
、
ご
意
見
な
ど

事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

FAX  072-760-3853

MAIL  info@
n-tenkoku.jp

展

覧

会

案

内

協

会

行

事

予
　 

告

お
知
ら
せ

随
風
會
（
山
下
方
亭
）

第
二
八
回 

随
風
會
篆
刻
展

会
期　

四
月
二
日
〜
七
日

会
場　

京
都
市
美
術
館
別
館

　
　
　

参
考
陳
列　

近
代
中
国
印
人
の
篆
書
・
印
・
印
譜　

　
　
　
　
　
　
　
　

尊
彜
閣
新
獲
青
銅
器

第
二
九
回 

日
本
篆
刻
展

会
期　

五
月
十
四
日
〜
十
九
日

会
場　

大
阪
市
立
美
術
館　

地
下
展
覧
会
室

　
　
　

特
別
展
観　

殷
周
秦
三
代
の
文
字

稲
香
印
社
（
梶
田
稲
州
）

第
五
回 

稲
香
印
社
展 

篆
刻
と
書
と
陶

会
期　

四
月
二
十
三
日
〜
二
十
八
日

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

越
思
篆
会
（
大
村
高
陵
）

越
思
篆
会
・
富
山
市
民
大
学
篆
刻
同
好
会

合
同
作
品
展

会
期　

七
月
五
日
〜
七
日

会
場　

富
山
県
民
会
館

井
谷
五
雲
・
小
朴
圃
・
眞
鍋
井
蛙

第
三
二
回 

六
轡
会
篆
刻
作
品
展

会
期　

八
月
二
十
五
日
〜
九
月
一
日

会
場　

京
都
文
化
博
物
館

齊
平
篆
会
（
真
鍋
井
蛙
）

第
一
六
回 

齊
平
展

会
期　

十
月
四
日
～
六
日

会
場　

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館

畦
石
舎
（
小
朴
圃
）

第
二
八
回 

畦
石
舎
作
品
展

会
期　

十
月
五
日
～
六
日

会
場　

京
都
市 

日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館

好
日
会
（
田
中
緑
翠
）

第
一
八
回 

好
日
会 

書
・
篆
刻
展

会
期　

十
月
十
八
日
〜
二
十
二
日

会
場　

中
電
岐
阜
ビ
ル
・
パ
レ
ッ
ト
ル
ー
ム

第
六
回

 

中
央
研
究
会

『
中
国
の
古
印
材
・
鑑
賞
と
解
説
』

（
中
島
春
緑
代
表
理
事
）

実
技
：
テ
ー
マ「
篆
書
を
書
く
」

と
　
き
：
八
月
二
十
四
日（
土
）～
二
十
六
日（
月
）

と
こ
ろ
：
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸

多
数
の
参
加
お
待
ち
し
ま
す
。

詳
細
は
印
社
代
表
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
本
篆
刻
家
協
会
事
務
所
担
当
者
の
勤
務
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
新
し
い
勤
務
時
間
】

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
九
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

（
昼
休
み
あ
り
）

　
（
時
間
内
で
も
所
用
の
た
め
不
在
あ
り
）

　

※
土
曜
日
、日
曜
日
、祝
祭
日
、第
二
・
第
四
木
曜
日
は
休
み


